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第
一
節　

戦
時
体
制
の
形
成
と
教
育
・
研
究

（
一
）
工
学
部
の
拡
充

航
空
学
科
の
設
置

工
学
部
に
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
か
ら
航
空
関
係
の
講
座
の
増
設
す
る
要

求
が
あ
っ
た
が
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
の
評
議
会
に
お
い
て
、
工
学
部
は
建
築

学
科
増
設
と
と
も
に
、「
航
空
学
及
航
空
機
理
論
」「
航
空
機
構
造
及
設
計
」「
航
空
原

動
機
の
理
論
及
設
計
」
の
三
つ
の
講
座
の
設
置
費
を
要
望
し
て
い
る
（『
九
州
大
学
五

十
年
史　

通
史
』
三
七
八
頁
）。

一
九
二
九
年
の
「
秘　

昭
和
五
年
度
概
算
査
定
表
」
で
「
航
空
学
科
増
設
ニ
関
ス

ル
経
費
」
が
計
上
さ
れ
た
。
一
九
三
一
年
四
月
一
日
、「
航
空
学
」
に
加
え
て
「
航
空

機
構
造
及
設
計
」
が
造
船
学
科
の
科
目
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。
理
由
は
「
航
空
機
ニ

関
ス
ル
知
識
ハ
其
ノ
原
理
ヲ
説
ク
航
空
学
ト
航
空
機
構
造
及
設
計
ノ
講
義
ト
相
俟
テ

完
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
本
科
目
ヲ
新
設
セ
ン
ト
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（「
第
二
七
三
回
評
議
会
記
録
」、
一
九
三
一
年
一
月
二
〇
日
）。

航
空
学
科
設
置
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
単
線
的
に
す
ぐ
に
認
可
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
実
際
に
は
十
年
も
の
時
間
を
空
費
し
て
い
る
。
一
九
三
一
年
度
の
概
算
要
求

で
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
求
す
る
所
以
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（『
昭
和
六
年
度
歳
入
歳

出
概
算
要
求
書
類
』、
九
州
大
学
所
蔵
。
原
文
に
句
読
点
を
追
加
）。

「
現
時
我
国
ニ
於
ケ
ル
航
空
学
専
門
ノ
教
育
機
関
ハ
東
京
帝
国
大
学
航
空
学
科
ア

ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
卒
業
者
毎
年
十
名
ニ
充
タ
サ
ル
カ
故
ニ
官
民
各
方
面
目
前
ノ

需
要
ニ
応
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ノ
結
果
、
機
械
、
造
船
科
ノ
出
身
者
ヲ
採
用
セ
ル
現

状
ナ
リ
。
而
カ
モ
航
空
学
科
ヲ
専
修
セ
ン
ト
ス
ル
志
願
者
著
シ
ク
増
加
シ
、
国

民
ノ
斯
方
面
ニ
於
ケ
ル
熱
心
ト
興
味
ノ
熾
烈
ナ
ル
ヤ
ヲ
示
シ
ツ
ヽ
ア
リ
ト
雖
、

設
備
ノ
不
足
ハ
空
シ
ク
彼
等
ノ
前
途
ヲ
阻
止
ス
ル
ノ
状
態
ニ
在
リ
。
我
国
陸
海

軍
航
空
隊
ハ
九
州
ニ
於
テ
其
ノ
根
拠
地
ヲ
太
刀
洗
佐
世
保
大
村
ノ
各
地
ニ
設
ケ
、

又
福
岡
ハ
日
本
及
亜
細
亜
大
陸
ヲ
連
結
ス
ル
国
際
航
空
路
ノ
要
衝
ニ
シ
テ
国
防

上
将は
た
ま
た又
経
済
上
極
メ
テ
緊
要
ト
ナ
ル
地
位
ヲ
占
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其
ノ
背
景
全

【
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国
有
数
ノ
北
九
州
工
業
地
帯
ヲ
控
フ
ル
ヲ
以
テ
将
来
ニ
於
ケ
ル
航
空
工
業
ノ
発

達
（
ヲ
）
期
シ
テ
俟
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
。」

　

一
九
三
三
年
度
の
増
員
と
し
て
「
航
空
学
講
座
」
が
設
置
さ
れ
、「
航
空
学
教
室
ハ

昭
和
十
二
年
度
ニ
於
テ
設
置
セ
ラ
レ
本
年
度
学
生
十
名
ヲ
収
容
セ
リ
」（『
昭
和
十
四

年
度
概
算
要
求
書
（
二
）』、
九
州
大
学
所
蔵
）
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
一
九
三
七

年
に
航
空
学
第
二
、
翌
年
一
九
三
八
年
に
航
空
学
第
三
と
航
空
学
第
四
が
増
設
さ
れ
、

造
船
学
科
を
船
舶
工
学
と
航
空
工
学
に
分
け
、「
本
学
多
年
ノ
要
望
タ
リ
シ
航
空
学
科

ノ
設
置
ハ
昭
和
十
三
年
度
ニ
於
テ
之
カ
実
現
ヲ
見
」（『
昭
和
十
四
年
度
概
算
要
求
書

（
一
）』
九
州
大
学
所
蔵
）
た
の
で
あ
っ
た
。
収
容
定
員
は
一
〇
名
で
あ
る
（『
九
州
大

学
七
十
五
年
史　

通
史
』、
五
八
～
五
九
頁
）。
一
九
三
八
年
に
航
空
学
科
が
誕
生
し

た
こ
と
に
な
り
、
一
〇
年
の
歳
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。
時
代
の
先
端
を
走
っ
て

い
た
航
空
機
に
関
す
る
学
科
で
す
ら
一
〇
年
の
歳
月
を
誕
生
に
要
し
た
こ
と
は
何
を

物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
法
文
学
部
の
場
合
、
一
九
三
六
年
度
の
概
算
要
求

で
「
刑
法
刑
事
訴
訟
法
第
二
講
座
」「
言
語
学
講
座
」「
経
済
学
第
八
講
座
」（
植
民
政

策
）
の
新
設
が
要
求
さ
れ
た
が
、「
昭
和
二
年
度
ヲ
以
テ
既
定
計
画
ノ
四
十
四
講
座
ノ

開
設
」
さ
れ
た
が
、
四
四
講
座
の
ま
ま
固
定
さ
れ
、
要
求
が
い
れ
ら
れ
る
こ
と
は
一

度
も
な
か
っ
た
。

関
連
す
る
講
座
と
し
て
、
医
学
部
が
要
求
し
た
「
航
空
生
理
学
講
座
」
を
一
瞥
し

よ
う
。
一
九
四
一
年
度
の
医
学
部
の
概
算
要
求
書
に
よ
れ
ば
、「
航
空
生
理
学
講
座
」

が
医
学
部
に
新
設
さ
れ
る
よ
う
に
提
案
が
出
さ
れ
た
。「
航
空
生
理
学
」
と
は
「
航
空

機
操
縦
者
及
ビ
搭
乗
者
ノ
生
理
ヲ
研
究
対
象
ト
ス
ル
学
問
」
で
あ
る
と
し
、「
航
空
者

ニ
ハ
地
上
人
ガ
嘗
テ
経
験
シ
ナ
カ
ツ
タ
生
理
条
件
ガ
作
用
ス
ル
場
合
ヲ
生
ジ
テ
来
タ

カ
ラ
デ
ア
ル
。」「
新
シ
イ
状
況
ニ
如
何
ニ
対
応
ス
ル
カ
、
又
適
応
シ
得
ル
生
理
的
限

界
如
何
等
ハ
航
空
機
ノ
著
シ
イ
発
達
ト
相
関
連
シ
テ
当
然
考
慮
サ
レ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
問

題
デ
ア
ル
。」
と
指
摘
し
、
欧
州
大
戦
の
初
期
の
英
国
空
軍
の
当
事
者
の
調
査
を
示

し
、「
二
％
ハ
敵
弾
」「
八
％
ハ
航
空
機
ノ
故
障
」「
九
〇
％
ハ
操
縦
者
ノ
生
理
的
原

因
」
が
空
中
に
お
け
る
不
幸
の
割
合
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
航
空
者
ガ
空
中
ニ
於
テ

経
験
ス
ル
モ
ノ
ハ
医
学
ノ
全
般
ニ
関
係
」
し
て
い
る
。
近
時
東
北
帝
国
大
学
医
学
部
・

名
古
屋
帝
国
大
学
医
学
部
に
講
座
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。「
一
般
ニ
航
空
関
係
ノ
研
究

機
関
ハ
総
合
研
究
ニ
ヨ
ツ
テ
初
メ
テ
其
ノ
成
果
ヲ
発
揮
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
単
科

大
学
ニ
於
ケ
ル
ヨ
リ
ハ
総
合
大
学
ニ
於
テ
研
究
上
便
利
ガ
得
ラ
レ
、
且
ツ
其
ノ
成
果

ヲ
完
フ
シ
易
イ
。
本
学
ハ
ス
デ
ニ
工
学
部
ニ
航
空
学
講
座
ヲ
有
シ
、
航
空
機
ノ
工
学

的
研
究
ニ
貢
献
ス
ル
ト
コ
ロ
少
ク
ナ
イ
ガ
、
之
ト
相
俟
ツ
テ
航
空
者
ノ
生
理
学
的
研

究
ガ
ナ
サ
レ
ル
時
ハ
斯
学
ニ
一
層
良
キ
成
果
ガ
期
待
サ
レ
ル
ト
思
ハ
レ
ル
ノ
デ
ア
ル
」

と
九
州
帝
国
大
学
に
新
講
座
を
設
置
す
る
理
由
を
縷
説
し
て
い
る
（『
昭
和
十
六
年
度

概
算
書
（
三
）』
九
州
大
学
所
蔵
）。
総
合
大
学
で
あ
る
こ
と
、
工
学
部
で
す
で
に
研

究
が
行
わ
れ
、
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

戦
時
下
工
学
部
の
拡
充

一
九
三
六
（
昭
和
六
）
年
度
の
工
学
部
の
概
算
要
求
の
講
座
は
、
鉄
筋
混コ
ン
ク
リ
ー
ト

凝
土
講

座
、
高
温
度
化
学
工
業
講
座
、
内
燃
機
関
講
座
、
航
空
理
論
講
座
、
理
論
冶
金
学
講

座
、
石
油
採
鉱
学
講
座
、
電
気
工
学
第
六
講
座
（
電
気
及
磁
気
測
定
法
、
測
定
器
及

計
画
）
で
あ
る
。
教
授
七
・
助
教
授
七
・
助
手
一
四
の
増
員
が
要
求
さ
れ
、
教
授
は

一
人
当
た
り
年
額
三
〇
一
〇
円
、
助
教
授
二
〇
七
〇
円
、
助
手
九
〇
〇
円
の
俸
給
が

経
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
七
年
度
で
講
座
を
増
設
要
望
し
た
の
は
、

鉄
筋
混
凝
土
講
座
、
高
温
度
化
学
工
業
講
座
、
内
燃
機
関
講
座
、
特
殊
冶
金
学
講
座
、

物
理
探
鉱
学
講
座
、
工
業
電
熱
講
座
の
六
講
座
で
あ
っ
た
。
学
科
は
航
空
学
科
の
新
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設
だ
け
で
あ
る
。

一
〇
年
後
の
概
算
要
求
で
も
同
じ
名
称
の
講
座
が
旧
態
依
然
と
し
て
繰
り
返
し
概

算
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
一
九
四
一
年
度
の
概
算
要
求
で
工

学
部
が
講
座
を
要
求
し
た
も
の
は
以
下
の
講
座
で
あ
る
。
化
学
工
学
講
座
、
内
燃
機

関
講
座
、
鉄
筋
混
凝
土
講
座
、
工
業
電
熱
講
座
、
工
業
力
学
講
座
、
石
油
採
掘
学
講

座
、
理
論
冶
金
学
講
座
。

工
学
部
学
科
の
変
遷
を
跡
付
け
よ
う
。
一
九
三
九
年
九
月
に
物
理
探
鉱
学
第
一
講

座
が
増
設
さ
れ
、
翌
年
一
二
月
に
は
冶
金
学
が
一
講
座
増
え
て
四
講
座
体
制
と
な
っ

た
。
電
気
工
学
科
が
一
九
四
一
年
に
通
信
工
学
講
座
を
立
ち
上
げ
て
六
講
座
体
制
と

な
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
六
月
に
新
し
い
講
座
を
加
え
て
三
講
座
か
ら
な
る
通
信
工

学
科
が
独
立
し
た
た
め
に
、
電
気
工
学
科
は
四
講
座
と
な
っ
た
。
応
用
化
学
科
は
一

九
四
三
年
一
〇
月
に
化
学
機
械
学
講
座
が
設
置
さ
れ
、
六
講
座
と
な
っ
た
。
採
鉱
学

科
は
理
学
部
に
地
質
学
講
座
が
移
っ
た
が
、
一
九
三
九
年
九
月
に
「
航
空
生
理
学
」

講
座
が
加
わ
り
、
五
講
座
と
な
っ
た
。
冶
金
学
科
は
一
九
四
〇
年
に
冶
金
学
第
四
講

座
が
認
め
ら
れ
、
五
講
座
と
な
っ
た
。
一
九
四
四
年
三
月
に
は
附
属
工
業
専
門
部
が

置
か
れ
、
同
年
一
二
月
に
は
応
用
物
講
座
が
増
設
さ
れ
、
四
講
座
に
な
っ
た
。

工
学
部
で
新
し
く
認
可
さ
れ
た
講
座
や
学
科
を
一
瞥
す
れ
ば
、
軍
事
と
密
接
な
関

係
の
あ
る
通
信
、
応
用
化
学
、
冶
金
な
ど
の
分
野
で
あ
っ
た
。
医
学
部
が
一
九
四
〇

年
一
二
月
に
民
族
衛
生
学
・
殖
民
衛
生
学
の
一
講
座
が
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
法

文
学
部
が
一
講
座
も
増
設
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
九
州
帝
国

大
学
の
中
で
工
学
部
の
拡
充
が
戦
時
中
に
も
っ
と
も
著
し
か
っ
た
。
米
英
な
ど
の
連

合
国
の
大
学
と
国
際
比
較
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
研
究
に
資
源
が
振
り
向
け
ら
れ
た

の
か
、
解
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
農
学
部
の
拡
充

農
業
工
学
科
等
の
設
置

農
業
機
械
学
講
座
の
設
置
に
関
し
て
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
当
時
か
ら
農

学
科
で
検
討
さ
れ
、
そ
の
後
農
学
部
か
ら
要
求
し
た
が
、
本
部
査
定
の
段
階
で
削
除

さ
れ
、
文
部
省
に
設
置
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
三
六
年
度
の
概
算
要

求
か
ら
で
あ
る
。

一
九
三
六
年
一
一
月
の
農
学
部
教
授
会
で
「
農
業
工
学
専
修
」
の
学
科
過
程
が
農

学
科
の
中
に
形
式
的
に
求
め
る
措
置
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
翌
年
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
。
一
九
四
二
年
度
の
学
科
独
立
ま
で
、
暫
定
的
な
措
置
が
取
ら
れ
た
。
農
業
機

械
学
講
座
の
管
制
の
公
布
を
受
け
、
農
業
工
学
科
を
農
学
科
か
ら
独
立
さ
せ
、
定
員

一
〇
名
と
し
た
（『
九
州
大
学
五
十
年
史　

通
史
』
四
六
七
～
四
六
八
頁
）。

農
学
部
講
座
新
設
理
由
書
（
一
九
三
九
年
度
概
算
要
求
書
）
で
は
「
農
業
機
械
学

講
座
」「
遺
伝
学
講
座
」「
絹
糸
羊
毛
綿
糸
化
学
（
農
業
化
学
第
四
）
講
座
」
の
意
義

を
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
縷
述
し
て
い
る
。（『
昭
和
十
四
年
度
概
算
書
（
一
）』、

九
州
大
学
所
蔵
。
原
文
に
句
読
点
を
追
加
）。

　

一
、
農
業
機
械
学
講
座

「
最
近
我
国
農
村
ノ
工
業
化
ヲ
唱
導
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
当
リ
、［
中
略
］
機
械
工

学
並
電
気
工
学
ノ
智
識
ヲ
利
用
シ
一
般
農
機
具
ノ
健
全
ナ
ル
改
良
進
歩
ヲ
促
ス

ハ
即
チ
農
業
機
械
学
使
命
ト
ス
。［
中
略
］
支
那
事
変
ニ
伴
フ
現
下
農
村
ノ
労
力

不
足
ヲ
補
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
農
業
機
具
ノ
重
要
視
サ
ル
ル
折
柄
コ
レ
カ
発
達
助
成

ヲ
図
ル
ハ
延
イ
テ
国
民
ノ
大
陸
進
出
ニ
伴
フ
農
業
経
営
合
理
化
ノ
一
助
ト
モ
ナ

ル
ヘ
ク
茲こ
こ

ニ
本
講
座
ヲ
新
設
シ
農
業
経
営
ヲ
有
利
ニ
指
導
シ
以
て
国
力
発
展
ニ
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資
セ
ン
ト
ス
」

二
、
遺
伝
学
講
座

「
最
近
ニ
於
テ
発
達
ヲ
遂
ケ
タ
ル
新
進
科
学
ノ
一
ニ
シ
テ
其
ノ
応
用
範
囲
広
範
ニ

亘
リ
就な
か
ん
ず
く中農

業
方
面
ニ
於
ケ
ル
動
物
ノ
品
種
改
良
ハ
其
ノ
重
要
ナ
ル
一
部
門
［
中

略
］
品
種
改
良
ト
遺
伝
学
ト
ノ
関
係
ハ
恰
モ
臨
床
医
学
ト
基
礎
医
学
ト
ノ
関
係

ニ
於
ケ
ル
カ
如
ク
密
接
不
離
ニ
シ
テ
之
カ
進
歩
発
達
ハ
遺
伝
学
的
研
究
ニ
俟
タ

サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」

三
、
絹
糸
羊
毛
綿
糸
化
学
（
農
業
化
学
第
四
）
講
座

「
絹
糸
羊
毛
其
他
衣
料
用
動
植
物
繊
維
ノ
理
化
学
的
組
成
性
質
並
ニ
用
途
等
ニ
就

テ
教
授
及
研
究
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
周
知
ノ
如
ク
斯
ル
繊
維
ニ
関
ス
ル

産
業
ハ
現
今
本
邦
ニ
於
テ
最
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ノ
一
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
原
料
ノ
性
質

ニ
就
テ
教
授
シ
且
研
究
ス
ル
コ
ト
ハ
農
工
業
ノ
発
展
上
将は
た
ま
た又

国
策
上
一
日
モ

忽ゆ
る
が
せ

ニ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
」

　

上
の
三
講
座
は
一
九
四
一
年
度
の
概
算
要
求
で
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
表
現
で
重
要

性
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
二
年
度
の
概
算
要
求
で
は
「
遺
伝
学
講
座
」「
絹
糸

羊
毛
綿
糸
化
学
（
農
業
化
学
第
四
）
講
座
」
が
引
き
続
き
新
設
の
講
座
と
し
て
要
望

さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
前
に
遡
る
が
、
一
九
三
七
年
度
の
概
算
要
求
で
新
設
の
講

座
と
し
て
、
砂
防
工
学
（
林
学
第
六
）
講
座
、
農
業
機
械
学
講
座
、
遺
伝
学
講
座
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
前
に
遡
り
、
一
九
三
一
度
の
概
算
要
求
で
は
砂
防
工
学
（
林
学
第

六
）
講
座
、
熱
帯
農
学
講
座
の
二
講
座
で
あ
っ
た
。

農
学
科
は
作
物
、
園
芸
、
畜
産
、
蚕
学
、
農
政
、
農
経
、
農
工
、
昆
虫
、
植
物
病

理
、
気
象
と
い
う
農
学
の
各
部
門
の
講
座
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
四
年
度
の

概
算
要
求
で
、
畜
産
学
科
の
独
立
を
要
求
し
た
が
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
、

畜
産
学
科
と
農
政
経
済
学
科
が
分
離
独
立
し
た
。

一
九
三
九
年
郡
是
製
糸
株
式
会
社
か
ら
の
五
〇
万
円
の
寄
贈
を
受
け
、
蚕
糸
科
学

研
究
所
が
設
置
さ
れ
、
本
学
関
係
教
官
の
兼
任
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
戦
後
の
一

九
四
八
年
に
蚕
糸
化
学
講
座
が
よ
う
や
く
認
可
さ
れ
、
農
芸
化
学
科
に
所
属
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

水
産
学
科
の
設
置

水
産
学
科
が
農
学
部
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
四
月
で

あ
り
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
農
学
部
開
学
か
ら
二
〇
年
の
節
目
の
年
で
あ
っ

た
。
農
学
科
・
農
芸
化
学
科
・
林
学
科
に
加
え
て
、
水
産
学
科
が
加
わ
る
こ
と
に
な

り
、
九
大
農
学
部
は
農
林
水
産
学
研
究
へ
の
足
場
を
築
い
た
。
一
九
四
一
年
度
の
概

算
要
求
で
は
、
水
産
学
、
水
産
化
学
そ
れ
ぞ
れ
二
講
座
と
海
洋
学
の
五
講
座
で
申
請

さ
れ
た
が
、
海
洋
学
が
認
め
ら
れ
ず
、
一
九
四
一
年
度
に
水
産
学
第
一
講
座
、
水
産

化
学
第
一
講
座
の
二
つ
の
講
座
で
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年
度
に
水
産
学
第
二
講
座
、
水

産
化
学
第
二
講
座
が
加
わ
っ
た
。（
九
州
大
学
農
学
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
会
編
『
九

州
大
学
農
学
部
五
十
年
史
』、
九
州
大
学
農
学
部
、
一
九
七
一
年
、
一
二
五
頁
、
一
二

七
頁
）
ま
た
一
九
四
四
年
八
月
に
は
、
総
合
的
な
研
究
と
実
験
実
習
の
臨
海
施
設
と

し
て
、
福
岡
県
糸
島
郡
北
崎
村
（
西
ノ
浦
）
に
水
産
実
験
所
が
建
て
ら
れ
た
（『
九
州

大
学
七
十
五
年
史
』
通
史
、
五
九
頁
）。

一
九
四
〇
年
度
概
算
要
求
書
の
中
で
「
水
産
学
科
設
置
理
由
書
」
に
は
左
の
よ
う

に
意
義
が
謳
わ
れ
た
（『
昭
和
十
五
年
度
概
算
書
（
一
）』
九
州
大
学
所
蔵
。
原
文
に

句
読
点
を
追
加
）。

「
我
国
水
産
ノ
漁
獲
数
量
及
金
額
ハ
夫そ
れ
ぞ
れ々

全
世
界
総
漁
獲
数
量
及
其
金
額
ノ
五

〇
％
及
二
〇
％
ニ
当
リ
、
其
漁
獲
高
ハ
日
本
内
地
ニ
於
テ
五
億
円
、
海
外
漁
業
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ト
合
ス
レ
ハ
優
ニ
七
億
円
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
ト
推
断
サ
レ
ル
。
我
国
ハ
漁
獲
数
量

ニ
於
テ
モ
亦
漁
獲
金
額
ニ
於
テ
モ
断
然
世
界
第
一
ノ
水
産
国
テ
ア
ル
。
又
水
産

物
ハ
我
国
輸
出
食
料
品
ノ
首
位
ヲ
占
メ
年
々
壱
億
円
内
外
ニ
シ
テ
経
済
上
有
力

ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
優
良
ナ
ル
蛋
白
質
ヲ
供
給
シ
国
民
ノ
体
位
向
上
ノ
上
ニ
モ

亦
一
般
食
糧
問
題
解
決
ノ
上
ニ
モ
重
要
ナ
ル
関
係
ヲ
有
シ
不
滅
不
尽
ノ
資
源
テ

ア
ル
。

［
中
略
］

我
九
州
帝
国
大
学
ハ
北
九
州
ニ
ア
リ
テ
、
日
満
支
ノ
関
係
密
接
ヲ
加
ヘ
タ
ル
今

日
［
中
略
］
日
本
海
、
渤
海
、
黄
海
、
南
洋
ヲ
控
ヘ
且
ツ
南
氷
洋
、
中
央
亜
米

利
加
等
ニ
進
出
ス
ル
遠
洋
漁
業
ノ
根
拠
地
ヲ
附
近
ニ
有
ス
ル
事
ヲ
想
ヘ
ハ
、
水

産
教
育
並
ニ
斯
学
研
究
上
絶
好
ノ
位
置
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ヘ
キ
テ
ア
ル
。

又
九
州
帝
国
大
学
農
学
部
及
工
学
部
ニ
ハ
水
産
学
ノ
基
礎
タ
ル
ヘ
キ
多
数
ノ
既

存
学
科
目
ヲ
有
シ
、
且
本
学
ノ
天
草
臨
海
実
験
所
ノ
設
備
近
頃
新
ニ
成
リ
、
附

近
ニ
ハ
授
業
、
研
究
、
指
導
、
実
習
上
ニ
此
等
ノ
学
科
並
ニ
設
備
ヲ
利
用
シ
得

ル
ノ
便
ア
リ
ト
信
ス
ル
。」

　
「
農
学
部
水
産
学
科
設
置
ニ
関
ス
ル
説
明
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（『
昭
和
十
五

年
度
概
算
書
（
二
）』、
九
州
大
学
所
蔵
。
原
文
に
句
読
点
を
追
加
）。

「
本
邦
水
産
業
ノ
発
達
モ
主
ト
シ
テ
漁
撈
区
域
ノ
拡
大
ト
漁
撈
及
利
用
方
法
ノ
改

良
ト
ニ
其
ノ
源
ヲ
置
キ
タ
ル
カ
如
シ
。
然
レ
ト
モ
真
ニ
水
産
業
ヲ
合
理
的
ニ
発

達
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
、
唯
古
来
ノ
経
験
ニ
基
ク
改
良
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
進
ン
テ

水
産
業
ニ
関
係
ア
ル
学
術
ノ
研
究
に
ヨ
リ
テ
、
或
ハ
水
産
生
物
ノ
発
生
及
増
殖

ノ
状
態
ニ
関
シ
、
或
ハ
其
ノ
捕
獲
、
採
集
、
貯
蔵
、
加
工
等
ノ
方
法
ノ
改
善
ニ

関
シ
、
或
ハ
其
ノ
生
産
物
利
用
ノ
範
囲
拡
大
ニ
関
ス
ル
等
ノ
事
項
ニ
就
キ
新
タ

ニ
開
拓
ス
ル
処
ナ
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。」

「
水
産
専
門
学
校
ト
大
学
ノ
水
産
学
科
ト
ノ
関
係
」
に
つ
い
て
は
「
水
産
専
門
学
校

ニ
於
テ
ハ
主
ト
シ
テ
直
接
水
産
業
ノ
実
地
ニ
従
事
ス
ル
者
」
に
必
要
な
学
科
目
を
教

授
す
る
が
、
大
学
で
は
「
水
産
ニ
関
連
セ
ル
諸
般
ノ
学
術
ヲ
研
究
シ
」
さ
ら
に
「
此

等
ノ
研
究
ヲ
為
シ
」
あ
る
い
は
「
実
際
ノ
業
務
ニ
従
事
ス
ル
者
ノ
指
導
ニ
当
ル
ヘ
キ

者
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
」
と
す
る
と
書
き
、
大
学
の
水
産
学
科
の
使
命
が
水
産

専
門
学
校
と
「
異
ニ
ス
ル
所
以
」
が
明
記
さ
れ
た
。
東
北
帝
国
大
学
に
農
学
研
究
所

が
新
設
さ
れ
水
産
部
も
研
究
部
門
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、「
北
海

道
、
樺
太
」
の
東
北
海
洋
と
、「
九
州
、
朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
州
」
ノ
西
南
海
洋
と
は

寒
流
や
暖
流
で
異
な
り
、「
水
族
ノ
種
類
」
も
異
な
る
の
で
、「
東
北
部
と
西
南
部
ト

ニ
大
学
ノ
水
産
科
ノ
如
キ
研
究
機
関
ヲ
設
置
ス
ル
事
」
は
「
水
産
振
興
上
必
要
ナ
ル

事
ト
信
ス
ル
」
と
書
き
、
九
州
帝
国
大
学
の
西
南
海
洋
の
方
が
生
産
製
造
高
は
「
遙

ニ
勝
テ
居
ル
」
と
述
べ
、「
九
州
帝
国
大
学
ハ
九
州
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
関
東
州
ヲ
含

ム
西
南
海
洋
ノ
沿
岸
ニ
在
、
リ
ト
ロ
ー
ル
漁
業
及
び
南
氷
洋
捕
鯨
漁
業
ノ
如
キ
遠
洋

漁
業
ノ
根
拠
地
（
戸
畑
下
関
）
ニ
モ
近
ク
、
満
洲
、
支
那
及
び
南
洋
諸
島
ニ
モ
遠
カ

ラ
ス
」
と
し
て
「
便
利
ナ
ル
環
境
」
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
（
前
掲
『
昭
和
十
五
年

度
概
算
書
（
二
）』）。

学
科
の
科
目
と
し
て
申
請
時
に
予
定
さ
れ
た
も
の
は
、
水
産
学
第
一
は
「
水
産
動

物
学
」「
水
産
植
物
学
」
で
あ
り
、
水
産
学
第
二
は
「
動
物
発
生
学
」「
水
産
増
殖
学
」

「
水
産
増
殖
学
実
習
」
で
あ
り
、
水
産
学
第
三
は
「
水
産
化
学
」「
餌
料
学
」「
水
質

論
」、
水
産
学
第
四
は
「
水
産
製
造
学
」「
水
産
製
造
学
実
習
」、
水
産
学
第
五
は
「
海

洋
学
」「
陸
水
学
」「
水
産
学
原
論
」「
海
洋
学
実
験
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
講
座

外
の
科
目
（
主
に
農
学
部
と
工
学
部
）
や
選
択
科
目
で
授
業
時
間
が
予
定
さ
れ
て
い
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た
。
前
述
し
た
が
、
水
産
学
第
五
講
座
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
九
四
二
年
度
の
概
算
要
求
の
中
で
、
海
洋
学
講
座
を
要
求
し
た
。「
水
産
学
科
新

設
ニ
際
シ
一
講
座
（
海
洋
学
、
陸
水
学
）
ヲ
削
除
四
講
座
」
で
設
置
が
認
可
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、「
昭
和
十
六
年
度
於
テ
二
講
座
昭
和
十
七
、
八
年
度
ニ
於
テ
各
一
講

座
」
を
開
講
す
る
こ
と
で
対
応
し
、
海
洋
学
講
座
は
「
水
産
学
ニ
不
可
欠
ナ
ル
重
要

部
門
ナ
リ
」
と
し
て
、
概
算
要
求
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
海
洋
並
ニ
海
湾
ノ
形

態
、
水
温
、
塩
分
、
光
線
、
流
動
、
水
質
、
底
質
、
浮
游
生
物
等
重
要
生
産
物
ノ
生

態
的
要
因
ヲ
研
究
」
し
、「
漁
場
ノ
開
発
、
漁
期
ノ
決
定
、
水
産
生
物
（
主
ト
シ
テ
魚

類
及
鯨
類
）
ノ
回
遊
路
ノ
発
見
、
水
産
物
ノ
養
殖
等
」
に
基
礎
的
な
資
料
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
を
行
い
、「
漁
業
ノ
生
産
増
進
」
は
「
海
洋
学
ノ
応
用
ニ
俟

ツ
コ
ト
大
」
で
「
海
洋
学
研
究
ノ
拡
充
」「
高
級
技
術
者
ノ
養
成
」
は
「
刻
下
ノ
急

務
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（『
昭
和
十
七
年
度
概
算
要
求
書
（
一
）』、
九
州
大
学
所

蔵
）。
海
洋
学
講
座
は
毎
年
の
よ
う
に
概
算
要
求
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
認
可
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

付
記「

図
五－

四　

工
学
部
航
空
学
教
室
右
隣
は
造
船
学
教
室
」
の
写
真
は
割
愛
し
た
。

横
書
き
を
縦
書
き
に
し
た
た
め
、
漢
数
字
な
ど
に
変
換
し
た
。




